
Ｑ．木材を屋外施設に使用したいのですが，どのよう

　な防腐処理が必要でしょうか。

Ａ．どのくらいの期間もたせたいか，どんな環境で使

　用するかを考えて，防腐処理を選択します。使用期

　間の目安を10年とした場合，木材に防腐剤を加圧注

　入処理するのがよいでしょう。

　  製材のＪＡＳ（日本農林規格）に保存処理に関す

　る規定があります。そこでは，木材の使用環境を

　Ｋ1からＫ5までの5段階に区分し，それぞれの段

　階に合った防腐剤吸収量の基準（表1）が定められ

　ています。

　  屋外施設に使用する場合は，環境条件から考えて

　Ｋ3かＫ4の基準を満たす防腐処理が適当でしょう

（表2）。防腐剤は，処理すると着色するものや臭い

　のするものなどそれぞれに特徴がありますので，条

　件に合わせて選択してください。

Ｑ．製材だけでなく丸太も使用したいのですが，何か

　防腐処理についての基準はありますか。

Ａ．防腐処理についての考え方は，製材の場合と基本

　的には同じです。木質建材の多様化で，ＪＡＳでは

　対応できない製品が増加してきたので，ＡＱ認証と

　いう制度が実施されています。その認証品目の一つ

　に屋外製品部材がありますが，そこに丸太が含まれ

　ています。ＡＱ認証（屋外製品部材）の防腐剤吸収

　量の基準は表3のとおりです。表現方法は違います

　が，ＡＱ認証の1種（接地用），2種（非接地用）

　はそれぞれＪＡＳのＫ4，Ｋ3に相当します。また，

  ＪＡＳには規定されていない新薬剤の銅・ホウ酸・

　アゾール系防腐剤についての認証も行われています。

Ｑ．加圧注入処理した木材はどこから手に入れること
　ができますか。
Ａ．社団法人北海道林産物検査会の調べでは，平成
  10年9月現在，北海道内に木材防腐加工工場が
　26（うち休業中が3）あります（表4）。工場によっ
　て使用している樹種や防腐剤が違いますので，詳し
　いことは直接工場の方にお問い合わせください。

Ｑ．塗布処理を現場で行いたいのですが，どんな防腐
　剤がありますか。
Ａ．（社）日本木材保存協会で認定している塗布など
　表面処理用の木材防腐・

ぼう

防
ぎ

蟻剤があります。平成
　9年11月7日現在で，36社の100製品が認定されて
　います。また，防腐剤ではありませんが，木材保護
　着色剤などの塗料も多数販売されています。
　  （文責：奥村真由己　林産試験場　耐久性能科）

表2  JAS 性能区分と想定される木材の使用環境（K3，K4のみ抜粋）

表1　JAS 吸収量の適合基準（K3，K4のみ抜粋）
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　資料編

　表 3　ＡＱ認証（屋外製品部材）　防腐・防蟻処理試験の吸収量判定基準

表 4　木材防腐加工工場（平成10年 9月現在）

＊社団法人北海道林産物検査会調べ

林産試だより　1998年10月号
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